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研究成果の概要（和文）：本研究では，(1)大規模Webデータから自動生成した発話候補から，文脈に応じて適切
な発話を選択することで対話を進めるリカレントニューラルネットワークを用いた対話モデルの提案，および
(2)雑談対話中の発話を入力とし，トピック（例えば音楽，ファッション，健康など）に対するユーザの興味の
度合いを推定するモデルの提案を行った・

研究成果の概要（英文）：In this study, we proposed (1) a dialogue model based on a recurrent neural 
network, and (2) a model to estimate the user's interest in topics (e.g., music, fashion, health, 
etc.) based on the utterances in chat dialogues.

研究分野：知的対話システム
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
深層学習を用いた応答選択に基づく対話モデルは近年は非常に活発に研究が行われているが，提案モデルはその
先駆けとなる研究の一つであり，学術的に一定のインパクトが有ったと考える．また，興味推定モデルに関して
も，システムのパーソナライズに必要な技術であり，ユーザビリティの向上に有用な技術である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 人の価値観は，コミュニケーションにおいて重要な役割を果たしている．何を考え，どのよ
うに振る舞うのかは個々の価値観に大きく依存し，我々はそれを無意識的に推定しながらコミ
ュニケーションを行っている．  
購買情報や SNS への投稿等を用いてユーザの価値観(多くの場合は何を好むか)を推定し，情
報や商品を推薦するといった研究は広く行われている．一方，人とインタラクションを行うシス
テムやロボットは，ユーザの価値観の推定は行わない場合がほとんどである． 
しかし，インタラクションにおいてこそ相手の価値観の推定は重要であり，その実現は大きなブ
レイクスルーをもたらす．より正確な情報推薦もちろん，ユーザごとの個性や思想に特化したパ
ーソナライゼーションの実現，さらには人の意図や背景を汲み，高度な協調行動の取ることので
きるロボットやエージェントの実現にもつながる重要な基盤技術である． 
  
(2) 本研究では，前述した人とインタラクションを行うシステムとして非タスク指向型対話シス
テムを対象としている．非タスク指向型対話システムとは，特定のタスクを持たず，対話そのも
のを目的とした対話システムである．しかし，非タスク指向型対話システムの性能は十分ではな
く，人と自然な対話が可能なものは皆無である． 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では雑談対話中の発話を入力とし，トピック（例えば音楽，ファッション，健康など）
に対するユーザの興味の度合いを推定する．これにより，システムはユーザが興味のないトピッ
クを避け，興味があるトピックについて対話することが可能になり，ユーザのエンゲージメン
ト・満足度の向上が期待できる． 
  
 
(2) 非タスク指向型対話システムを実現するための手法として，応答ルールを記述し，そのルー
ルを元に対話を進めるルールベース応答手法が未だに多く用いられているのが現状である．ル
ールベース応答手法の欠点として，ルールは基本的に人手で記述しなければならないため，作成
および保守に関するコストが非常に大きい点が挙げられる．さらに，ルールを増やせば増やすほ
ど対話システムの性能が向上することは直感的に明らかであるが，ルールの量が一定以上を超
えた場合，ルールの量を倍にしたとしても性能向上は限定的であったことが報告されている． 
このことは，ルールベース応答手法に基づく対話システムの性能には限界があることを示唆し
ている． 
 そこで本研究では，深層学習を用いた新たな応答手法を提案し，より自然な対話が可能なシス
テムの実現を目指した． 
 
３．研究の方法 
 (1) 本研究では，雑談対話から話者の興味を推定する手法を提案する．なお，対話中に出現し
たトピックだけではなく，それ以外のトピックに関しても同時に推定を行えるものを目指した．
これは，たとえユーザが興味を持つトピックであっても，延々と同じトピックについて話せばユ
ーザは飽きてしまう危険性があるためである．対話中に直接出てきていないトピックに対して
も興味の有無が推定できれば，ユーザが飽きないうちに話を次のトピックに展開させることが
可能となる． 
なお，現在の対話システムの性能は十分ではなく，自然な対話を行うことが困難であることか
ら，本研究では人間同士の対話を対象とする．また，対話システムの発話に依存しない興味推定
を実現するため，本研究では対話相手の発話は利用せず，興味推定対象の話者の発話のみを興味
推定のために用いる． 
 
 (2) 自然な対話が可能なシステムを目指し，対話ログ中の発話をシステムの発話として用いる
用例ベース応答手法をベースとし，深層学習を用いて発話を選択する手法を確立することを目
指し，研究を実施した． 
 
４．研究成果 
(1) 効率的な興味推定を行うためのニューラルネットワークモデル，およびモデルの効率的な
学習のための事前学習手法を提案した． 



提案モデルの概要を図1に示
す．図に示したように，提案モ
デルは単語系列エンコーダ, 
単語 Attention, トピック別発
話 Attention, 興味推定層の 4
つが順に処理を行い，興味推定
を行う．なお，今回提案する事
前学習手法は単語系列エンコ
ーダに対して適用する． 
単語系列エンコーダは発話，
す な わ ち 単 語 の 系 列 を
Recurrent Neural 
Network(RNN)エンコーダを用
いて固定長のベクトルにエン
コードする．  
 単語 attention は，「全ての
単語が求めたい結果に平等に
貢献するわけではない」という
考えに基づき，attention 機構
により単語ごとに異なる重み
づけを行ったエンコード結果
を得るための手法である．例え
ば，「私は野球が好きです」とい
う発話の意味を理解するため
には「は」や「です」という単
語よりも「野球」や「好き」と
いう単語のほうが重要度が高
いと考えられ，単語 attention
は後者の単語により大きな重みを与える． 
 トピック別発話 Attention は単語 attention と同じく，全ての発話が各トピックの興味度の
推定に平等に貢献するわけではないという考え方に基づき，本モデルのために新たに提案した
Attention 機構である． 
 最後の興味推定層はニューラルネットワークにおいて一般的な全結合層である． 
 本モデルに関する国内研究会予稿は第 30 回人工知能学会全国大会で全国大会優秀賞を受賞し 
(受賞 19 件/発表件数約 700 件=約 3％)， 対話システムのトップ会議である SIGDIAL でも採択さ
れている． 
 
(2) 新たな応答手法として，Recurrent Neural Network (RNN)を使用することで複数の発話候
補を適切な順にランキングし，高順位の発話を用いて対話を行う Neural Utterance Ranking モ
デル(NUR モデル)を提案した． 
NUR モデルは，文脈中，および応答候補の発話をそれぞれ RNN により固定長のベクトルにエン
コードする．次に，そのベクトルを時系列順に別の RNN に入力し，その結果を用いて発話のラン
キングを行う．発話のエンコードにより，適切な応答選択のために必要な情報を抽出することが
可能となる．また，文脈中の発話の時系列を捉えることで，より適切な発話が選択可能となる． 
 多くの場合，提案モデルのように出力が 1次元のニューラルネットワークでは，正解とモデル
出力との間の平均二乗誤差が損失関数として用いられる．一方，提案モデルでは，各発話候補に
付与されたスコアをモデル化するのではなく，順位をモデル化するため，各発話候補のスコアに
基づく順位と，正解スコアに基づく順位の距離を損失関数として用いた． 
 本手法に関する研究会発表は人工知能学研究会優秀賞を受賞した (受賞 1 件/発表件数約 62
件=1.6％)ほか，対話システムのトップ会議である SIGDIAL で採択された． 
 
 
 
 
 
 

図 1 興味推定モデル 
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